
U1―2024― 課題論文
試　験　問　題

注　意　事　項

第１次試験地 受験番号 氏　　　　　名

指示があるまで中を開いてはいけません。

途中で退室する場合………本試験種目終了後の問題集の持ち帰りを　　　　希望しない

1．問題は 2 題あります。 2 題とも必ず解答してください。

2．解答時間は 3 時間です。

3．答案用紙の記入について
ア　答案は濃くはっきり書き、書き損じた場合は、解答の内容がはっき
り分かるように訂正してください。
イ　問題 1 題に 1枚（両面）を使用してください。
ウ　表側の各欄にそれぞれ必要事項を記入してください。問題番号欄に
は、問題 1は「 1」、問題 2は「 2」と記入してください。
エ　試験の公正を害するおそれがありますので、答案用紙の切取線より
下の部分に氏名その他解答と関係のない事項を記載しないでくださ
い。

4．この問題集は、本試験種目終了後に持ち帰りができます。

5．本試験種目の途中で退室する場合は、退室時の問題集の持ち帰りはで
きませんが、希望する方には後ほど渡します。別途試験官の指示に従っ
てください。なお、試験時間中に、この問題集を切り取ったり、転記し
たりしないでください。

6．下欄に受験番号等を記入してください。
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問題 1

昨年、独立行政法人国立科学博物館が、標本や資料の充実のためにクラウドファンディング（注）

を募ったところ、目標の 1億円を大きく上回る支援が集まり話題となった。

あなたがもし、この仕組みを活用して何かを実現しようとする場合、不特定多数の人から賛同を

得るために考えるべきことは何か。工夫する点を具体的に複数挙げて、説明しなさい。

なお、実現しようとすることの内容は自由に考えてよい。

（注） クラウドファンディング：商品開発やサービス、企画など自身のアイデアを実現するために

インターネット上で不特定多数の人から比較的少額の資金提供を募り、資金を集める仕組み。

問題 2

皇宮護衛官は、天皇陛下はじめ皇室の方々の安全を直近で護る護衛と、皇居・御所等の皇室用財

産である場所や建物等の警備をすることが主な任務である。

あなたが皇宮護衛官として護衛と警備それぞれの任務に当たる場合、それぞれどのような点に気

を付けるべきか、現在の社会情勢を踏まえて述べなさい。


